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る（表 1）．本文では 90年代前半から Evans研究室で
































径約 2 µmのボロシリケートグラスビーズ）が C（内
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クロピペット Aで吸引（吸引圧力 DP）すると図 1b，
写真左側のようになり，プローブ赤血球膜表面上には
一様な張力 tm：














































































に，そのリガンド分子 VCAM-1の接着ドメイン 1と 2
（2dVCAM-1）をプローブビーズに固定し，1 mM Mg2+
水溶液中で測定を行った結果，図 2aのような接着力






 f* = fb ln[rf  toff  /fb] （3）
































外れる f*を測定した結果，1/toff = 0.04/sec（fb = 10 pN）
が得られ，テザーリングの頻度は負荷速度によって，
20%（240 pN/s）から 60%（6,800 pN/s）に増大した
（図 3a）．
以上の結果をさらに詳しく調べるため，他の細胞接
着分子，Pセレクチン（リガンド PSGL-1，1 mM 




なわち大きな 1/toff = 0.37/sec（fb = 18 pN）にもかかわら
ず，PMN細胞質内ではそれ以上の強いアンカー力を
もたず，1/toff = 0.7-1.7/sec（fb = 17 pN），すべての測定
速度領域でテザーリングが観察された（図3b）．一方，
αLb2インテグリンの場合，リガンド ICAM-1に対する
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図 4	 	
テザーリングの模式図．アンカーが外れる位置は不明である．
Bellモデル：
接着を引っ張る方向に外力 fが働くとき，熱の活性化距離 xbにあ
る接着のポテンシャルエネルギーバリアはその力の方向に沿って
減少され，結合が外れる頻度 koffは指数関数的に増大する
5)．
	 koff(f)	≈	(1/toff)exp(fxb/kBT)	 （A）
kBTは熱エネルギーを示す．
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